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対象学科・
コース

生活創造学科 配当年次 1年次 春学期 単位数
必修・選択

の別
選択 免許・資格要件

科目区分 教養科目 授業科目名 韓国語Ⅰ 科目コード

授業の主題
韓国語の文字「ハングル」をしっかり読み書きができるようになり、簡単なあいさつと会話ができるよう
になる。

課題等への対応
(フィードバックの方法等)

・提出された課題等は採点し、コメントを付して返却する。
・授業中に行う臨時テストは、解答の解説を行う。

授業の方法
・文字カードやゲームなどを利用し、繰り返し「ハングル」を読む練習を行う。また、定期的に小テスト
を行い、学習者の読む力を評価する。授業終了後、課題を提供し、学生の自主学習を促す。
・K-POPを聴いて、その内容について話すなど、聞き取りの練習を行う。

アクティブ・ラーニングの
実施方法

・学習した文法を応用してペアワークやグループワークで簡単な会話の練習を行う。教師は各ペ
アやグループの発音・表現等を確認し、間違いを修正するほか、韓国語で質疑応答を行う。

科目区分

実務の経験を有する教員担当科目
実務の経験内容及び

科目との関連

科目に含める
ことが必要な

事項

授業形態 演習 履修条件
教育職員免許法

施行規則に
定める

科目区分等

事前・事後学修

第1回
文字と発音（１）
・「ハングル」の仕組みと歴史
・基本母音

「ハングル」の基本母音について復習する。
「ハングル」の読み書きの練習・よく使われ
る単語や文法などを予習する。

第9回
第1課　「私は日本人です。」
・文法：語尾「～です」/　助詞「～は」
・会話の練習：「自己紹介」（ペアワーク、グループワーク）

配付された宿題を解き、授業の内容を復習す
る。「ハングル」の読み書きの練習・よく使
われる単語や文法などを予習する。

回数 授業計画 事前・事後学修 回数 授業計画

配付された宿題を解き、授業の内容を復習す
る。「ハングル」の読み書きの練習・よく使
われる単語や文法などを予習する。

第3回
文字と発音（３）
・子音２（激音・濃音）

「ハングル」の子音２について復習する。
「ハングル」の読み書きの練習・よく使われ
る単語や文法などを予習する。

第11回
第２課「日本人ではありません。」（２）
・聴解練習
・小テスト②と解説

小テストの内容を復習する。「ハングル」の
読み書きの練習・よく使われる単語や文法な
どを予習する。

第2回
文字と発音（２）
・子音１（平音）

「ハングル」の子音１について復習する。
「ハングル」の読み書きの練習・よく使われ
る単語や文法などを予習する。

第10回

第２課　「日本人ではありません。」（１）
・文法：「～ではありません/～ではありませんか」助詞「～
が」
・会話練習：職業や趣味に関する質問（ペアワーク）

配付された宿題を解き、授業の内容を復習す
る。「ハングル」の読み書きの練習・よく使
われる単語や文法などを予習する。

第5回
文字と発音（５）
・合成母音
・「ハングル」で日本語を表記する

配付された宿題を解き、授業の内容を復習す
る。「ハングル」の読み書きの練習・よく使
われる単語や文法などを予習する。

第13回

第４課「約束があります」（１）
・文法：「あります・います」、「ありません、いません」
・会話練習：部屋にあるもの、教室にいる人について話す（ペ
アワーク）

配付された宿題を解き、授業の内容を復習す
る。「ハングル」の読み書きの練習・よく使
われる単語や文法などを予習する。

第4回
文字と発音（４）
・「パッチム」（「ん」に類する音）
・「パッチム」（「っ」に類する音）

配付された宿題を解き、授業の内容を復習す
る。「ハングル」の読み書きの練習・よく使
われる単語や文法などを予習する。

第12回
第３課「それは何ですか」
・文法：指示詞（コ・ソ・ア・ド）
・会話練習：指示詞を用いる質疑応答（ペアワーク）

第４課の練習問題を解き、授業の内容を復習
する。「ハングル」の読み書きの練習・よく
使われる単語や文法などを予習する。

第7回

発音変化（１）
・連音化・鼻音化
・ｈの弱音化・激音化
・流音化

配付された宿題を解き、授業の内容を復習す
る。「ハングル」の読み書きの練習・よく使
われる単語や文法などを予習する。

第15回
第４課「約束があります」（３）
・作文練習
・小テスト③と解説

小テストの内容を復習する。「ハングル」の
読み書きの練習・よく使われる単語や文法な
どを予習する。

第6回
文字と発音（６）
・文字の復習
・小テスト①と解説

小テストの内容を復習する。「ハングル」の
読み書きの練習・よく使われる単語や文法な
どを予習する。

第14回
第４課「約束があります」（２）
・読解練習
・聴解練習

教科書
[書名／著者
名／出版社]

（新装版）できる韓国語初級Ⅰ(2010)／新大久保語学院・李志暎／DEKIRU出版

受講生への
メッセージ

・外国語の学びは、地道な勉強が必要です。最初は慣れない発音や文字ですが、続けるうちに
きっと楽しくなります。そのために、予習・復習を十分行い、授業中には会話に慣れる練習を積
み重ねて行きましょう。
・教員への質問等は、E メール(宛先:son841028@gmail.com)でも受け付けます。
・遅刻は3回で欠課1回として取り扱います。

参考書
[書名／著者
名／出版社]

なし

第8回
発音変化（２）
・ｎ挿入
・口蓋音化

配付された宿題を解き、授業の内容を復習す
る。「ハングル」の読み書きの練習・よく使
われる単語や文法などを予習する。

事前・事後
学修時間

(分／授業1回）
60分／授業1回
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レベル１

（Ｆ：59%以下）

①
学習
意欲

②
規律性

③
知識

40 15 15 10

「ハングル」や文法
を暗記しておらず、
韓国語で会話するこ
とができない。

④
技能

⑤
情報
活用
能力

⑥
課題

解決力

⑦
言語
活用
能力

40 20 10 10

「ハングル」の読み
書きができなくて、
韓国語で自己紹介、
会話ができない。

⑧
コミュ
ニケー
ション

力

20 20

相手に韓国語で質問
したり、相手や教師
の質問に韓国語で答
えることができな
い。

⑨
主体性

⑩
協働性

100 35 25 20 20

評価基準

学
修
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果
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分
類

学修成
果の
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[10の
力]
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(

%

)

評価方法の配点比率（％） 学修成果の小分類 尺度

学修成果の到達目標 修得する能力 評価方法／評価指標
レベル５

（Ｓ：100～90%）

レベル４

（Ａ：89～80%）

レベル３

（Ｂ：79～70%）

レベル２

（Ｃ：69～60%）
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尽
心

態
度
・
志
向

創
造

知
識
・
技
能

「ハングル」や文法を
暗記しており、韓国語
の会話に応用すること
ができる。

韓国語の文字や文法に
関する基礎的知識

思
考
・
判
断

定期試験
小テスト
課題（ワークシート）

「ハングル」や文法を
暗記しており、韓国語
の会話に応用すること
ができる。

「ハングル」や文法を
暗記しており、会話に
応用することがある程
度できる。

「ハングル」や文法を
ある程度暗記してお
り、会話に応用するこ
とがある程度できる。

「ハングル」や文法を
ある程度暗記している
が、会話に応用するこ
とができない。

表
現

「ハングル」をしっか
り読み書きできるよう
になり、韓国語で自己
紹介、簡単な会話がで
きるようになる。

読む力、書く力、聞く
力、話す力

定期試験
小テスト
課題（ワークシート）

「ハングル」の読み書
きがしっかりできて、
韓国語で自己紹介、簡
単な会話ができる。

「ハングル」の読み書
きがしっかりできて、
韓国語で自己紹介、簡
単な会話がある程度で
きる。

「ハングル」の読み書
きがある程度できて、
韓国語で自己紹介、簡
単な会話がある程度で
きる。

「ハングル」の読み書
きがある程度できる
が、韓国語で自己紹
介、会話ができない。

相手に韓国語で質問し
たり、相手や教師の質
問に韓国語で積極的に
答えることができる。

意思伝達力、対人調和
力

授業内でのペアワーク
への参加度

相手に韓国語で質問し
たり、相手や教師の質
問に韓国語で積極的に
答えることができる。

相手に韓国語で質問し
たり、相手や教師の質
問に韓国語で答えるこ
とがある程度積極的に
できる。

相手に韓国語で質問し
たり、相手や教師の質
問に韓国語で答えるこ
とがある程度できるが
消極的である。

合計

相手に韓国語で質問す
ることはできるが、相
手や教師の質問に韓国
語で答えることができ
ない。

実
践

行
動
・
応
用


